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　昭和 54 年 4 月に開園し、約 1,200 人のあすなろっ
こが過ごしたあすなろ保育園も令和６年 3 月をもって
閉園します。今年度は 42 人の子どもたちが過ごしま
した。
　子どもたちの大好きな広い園庭では、何度もかけっ
こ、鬼ごっこをして体を動かし遊びました。ドングリ、
キンカン、木の葉などをバケツいっぱいに集めて顔を
見合わせにっこり。ベンチや砂場でおままごとも楽し
みました。特に虫探しでは「ダンゴムシのおるとこ知っ
とるよ！」と花壇の下や茂みのすみかを、年上の子が
年下の子に代々伝え、多くの子が園庭に出るたびに探
していました。
　運動会では日頃から楽しんでいたかけっこをリレー
や障害物走で競う合うことで諦めずに友達と一緒に頑
張る楽しさ、悔しい思いをしている子に声を掛けて励

ます優しい気持ちを経験できました。秋にはサツマイ
モ掘り。5 歳児のつるを引っ張る姿を真似っこして年
下の子も連なります。雪が積もると雪だるまを作った
り、小さい子をソリに乗せ引っ張ったりと寒さに負け
ず駆け回りました。みんなで笑って泣いて驚いて喜び
合った思い出を振り返ると心がほっこり温かい気持ち
が広がります。
　３月 17 日㈰はお別れセレモニーが行われます。あ
すなろっこは異年齢のつながりが深く、園庭などで優
しく年下の子に寄り添う姿が見られます。自分たちも
大好きな年上の子にかわいがってもらったことで、自
然に身に付いたのだと思います。人との関わり、つな
がりを大切に、あすなろ保育園で仲間と過ごした思い
出を糧に大きく羽ばたいてくれると願っています。

　1/31 ㈬に開催された「避難者向け軽スポー
ツイベント」での１枚です。このイベントは、
市スポーツ協会が中心となり実施されたもの
で、輪島市鵠

こ う の す

巣地区からの避難者 20 人が参加
しました。参加者は、慣れない土地での避難所
生活が続くなか、輪投げやボッチャなど久しぶ
りの運動を楽しみ、会場（にぎわいの里ののい
ち  カミーノ）はたくさんの笑顔で溢れました。
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　今年度の地区運動会は残念ながら雨天で中止となりましたが、11月
の「ふれあいもちつき会」は４年ぶりに開催することができました。
久しぶりの飲食を伴う行事には、200人近くの地域の皆さんが来館。
にぎわいが戻りうれしい限りです。行事によってはマスクの着用など
感染症対策にも配慮しながら、今後の活動につなげていきたいと思い
ます。
　振り返ると、コロナ禍は代替事業として親子教室を取り入れながら
継続してきました。幅広い年代が足を運びたくなるようなコミュニティ
作りは、地区公民館ならではの醍醐味ではないでしょうか。身近な地
域学習、生涯学習の場そしてさまざまな人のぬくもりが感じられる公
民館。今も昔も変わらずに、コツコツと取り組んでいきたいと思います。

人のぬくもりが感じられる活動の場

　令和５年中に発行された県内自治体の広報紙を対象とした令和６年石川県広報コンクールの広報写真部門
「組み写真部」で、広報野々市が昨年に引き続き最優秀賞を受賞しました。２年連続最優秀賞は広報野々市始まっ
て以来のことです。選ばれたのは、４年ぶりに開催された野々市じょんからまつりのにぎやかな様子を切り取っ
た９月号。イベントの空気が伝わる、見た瞬間に楽しい紙面であることが評価されました。
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トピックス 石川県広報コンクール「組み写真部」で

２年連続最優秀賞！

　押野公民館　☎248－2839




